
 

 

                              

 

 

 

 

 

JR東労組仙台地本第 36回定期大会の発言等に基づく申し入れ 

 

 

（５項）「住環境制度の改正」提案時とは社会情勢が大きく変化していることから、社宅使用率を増やし、 

家賃収入を確保することを目的に、社宅居住期間及び特別措置の条件を緩和すること。 

（回答）現行とおりの取り扱いとなる。 

【交渉のポイント】 

・社宅の入居率は仙台社内全体で、４３％（代用量は除く）（※つまり、半数以上は部屋が空いている。） 

・超低金利の現状と入居率の状況から、引き延ばすことは有効と考えられない。 

・新しいジョブローテーションの実施やコロナ禍の現状から社宅に関することがあり、本部申 8号の申し入れ交

渉が今後あるので、仙台においても同様の申し入れがあったことを本社に伝えることを求めました。 

・南小泉にできる新大寮は約 350名規模（女性寮は 80～100程）で、あおば、わかば、元茶畑の代わりとなる。 

・カフェテリアポイントの延長に関しては、支社としては応える立場にない。（システム改修など難しく、ハー 

ドルが高いと思われる。）本部申 8号の 5項のポイントの増額と同じ思いの為、こちらも同様の申し入れが 

あったことを伝えることを求めました。 

 

（６項）利府町に大型ショッピングセンターが開業することから、自治体と連携して新利府駅の改修を行い、 

利府線利用者の利便性を向上すること。 

（回答）当社は社会インフラを担う企業として、かつ地域の一員として、地域のあるべき未来を考え、行動して 

いく考えである。 

    これからも地域と力を合わせて、観光開発や地域産業の活性化、駅を中心とした街づくりなどに取り 

組んでいく。 

【交渉のポイント】 

組合）新利府駅は大型ショッピングセンターが開業するなどお客様が増加すると見込まれているが地域自治体 

と協議はしているのか。また、新利府駅改修の計画はあるか。 

会社）利府町と協議は行っている。利府線と利府町の結節点となる駅は利府駅であり、ショッピングモール 

への流動も利府駅からを見込んで計画しているため、現在、新利府駅の改修については計画していない。 

組合）現状でも新利府駅からショッピングモール方面に行く人は増えており、3月のダイヤ改正もありホーム 

に人があふれるのではないかと危惧している。また、ホームに屋根を設置することや一般乗降階段の 

整備が必要と思っている。 

会社）新利府駅のホーム幅を広くするにはレールをずらす等大規模な工事が必要となるため難しい。現在の 

建物側は工事のためのクリアランスがとれない。 

組合）今後、宅地開発などが進み乗客が増えた場合はどうか。 

会社）今後そのような状況になれば検討の考えはある。 

組合）一案としてＪＲ西日本のように新幹線に回送等の車両を使いお客様を利府に運ぶという事は出来ないか。 

会社）セキュリティの関係で難しい。 
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２０２１年 １月 １４日 

2021年 1月 14日、表題における団体交渉を行いました。不明な点は 

仙台地本業務部まで連絡をお願い致します。 


